
 

 

令和５年度第1回みやま市まち・ひと・しごと創生会議 

質問事項について 

 

 

 

 

 

 

  

[回答]  

農林水産業の主要因としては就農者数の減少が挙げられます。また最近では米、麦の

生産額が減少しております。 

現在、新規就農者が農業を始める際の初期投資額は、ここ数年上昇している状況とな

っています。就農については、サポートチームで連携を行い、支援を行っています。創

業時の支援としては、国や県の補助制度を活用して施設の導入や生活面の支援が図れる

よう助言しております。また、離農予定者が所有しているハウス施設や果樹園地につい

て、関係者間で情報を共有することで、新規就農者へ貸付するなど有効活用できる体制

を整えております。 

 

  （農林水産課） 

 

 

 

 

 

事業進捗管理表 P1  

 

  重要業績評価指標の 4 項目のうち、3 項目の達成度は S に対して、農林水産業

生産額の達成度が B となっている。その主要因が、1 就農者当たりの生産額が減

少しているのか、就農者数の減少が影響しているのか、生産物の種類が変動して

いるのか、ご教示ください。また近年は、新規就農時の設備投資額が大きく増加

しており、収支面での悪化が創業時の課題となっている事が想定されます。よっ

て収支計画策定支援や、廃業者とのマッチング支援等を拡充する必要があると思

科いたしますが、市としての見解をご教示ください。 



 

 

 

 

 

 

[回答]  

ふるさと納税で他自治体に流出している金額についてですが、対象者の令和 5 年度市

町村民税控除額は、31,857,970 円（税務課確認）です。流出先については確認できま

せんが、全国の寄附額が上位の自治体に寄附されていると推察されます。当市の返礼品

上位は、あまおう、山川みかん缶詰、米、海苔となっております。 

返礼品は随時追加しており、体験型や現地決済型返礼品についても登録可能な返礼品

がないか、随時検討を行っております。 

 

 （企画振興課） 

 

 

 

 

 [回答]  

空き家の数は平成 30 年度現在で約 1,100 軒と把握しております。空き家の適正な管

理に関する指導は行っていますが、相続手続きに関しては相続人が行う必要があるため、 

相続手続きが終了していない不動産の状況は分かりません。 

  （都市計画課） 

 

事業進捗管理表 P10 

 

  みやま市から流出しているふるさと納税で流出している金額や流出先が開示でき

ればご教示ください。また、ふるさと納税の返礼品別状況も開示できればご教示く

ださい。近年は、体験型など様々な角度から返礼品を準備されています。その件に

ついて返礼品拡大を検討されているのかの見解をご教示ください。 

事業進捗管理表 P12  

 

  みやま市で、相続手続きが終わっていないと思われる不動産の状況がわかればご

教示ください。不動産の流動化を検討するにあたっては、スムーズに手続きできる

ものかを確認する必要があると思科いたします。 



 

 

 

 

 

[回答]  

みやま市役所職員の居住地状況ですが、みやま市内に在住の職員が約 54％、みやま

市外に在住の職員が約 46％となっております。 

移住・定住促進に係る施策については、制度や申請手続き等を見直すことで申請者が

利用しやすい環境づくりを行います。また、引き続き不動産会社や産婦人科等へのパン

フレットの配架や市 HP への掲載を行い、移住定住支援制度の利用促進に努めます。 

    （総務課・企画振興課） 

 

事業進捗管理表 P14  

  

  みやま市役所職員の居住地状況（市町村別）が開示できるのであれば、ご教示く

ださい。みやま市外に住んでいる市職員の実態調査を反映させることで、いま取り

組んでいる事案が妥当なのかを確認する必要があると思科いたします。 

 

 

 

 

 


